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株価トレンドの確認 

 

投資ユニバースとフォーカス・リスト 

朝刊コラム「新潮流」の連載を始めて以来、「ストラテジーレポート」が面白くなくなった、というご批判が

後を絶たない。それでもまだ救いは、「文章が微妙に面白い」と言ってくださる方がいることだ。そういう

方にも申し訳ないのですが、今回のレポートは文章すらない。「絵」のみである。これじゃ「絵本」だよ、

と怒られるかもしれない。 

 

これまで「ストラテジーレポート」では、「これでもかっ！」というくらいの分量の文章を書いてきた。そうし

たら「文章が長い」という苦情が寄せられた。「相場とは関係のないことが多い」との批判もあった。なの

で「新潮流」を新設し、日々の社会・時事ネタを盛り込んだ短いコラムを書き始めた。「ストラテジーレポ

ート」に「相場とは関係ないこと」が盛り込まれることはなくなった。そして今度は、「ストラテジーレポート」

から文章も消してしまおう、という試みである。 

 

マネックス全国投資セミナーなどで相場解説をした最後に、では何を買うか？という話をする。本当は

なんでもいいのだけれど、そういうわけにいかない事情もある。1 年ほど前、『9 割の負け組から抜け出

す投資の思考法』を執筆していたときに書いたレポートがある（2013 年 5 月 23 日「何を買うか PART2 

投資ユニバース」）。以下は、そこからの引用である。 

 

＜同僚のチーフ・エコノミスト、村上尚己はすでに 2 冊の書籍を上梓し、そしてまもなく 3 冊目が出版さ

れるというのに、この間、僕は何をしていたのか？相場が良くなって気分も良くなり、毎晩飲み歩いてい

たのかというと、そんなことはない。僕も、村上に負けないようにしっかりと書籍の執筆に勤しんできた

のだ。ただし、例によって僕の書く文章は長い。（本の中には「なぜ僕が書くストラテジーレポートは余

計な話が長いのか」という項目もある。）第一稿の段階で本のページ数が 300 ページにもなってしまっ

た。担当編集者から、これでは本の単価が高くなって売れないから、もっと減らしてくれと言われ、目下、

削減中。来月には書店に並ぶ予定である。 

 

https://info.monex.co.jp/report/shinchoryu/20140620_01.html
https://info.monex.co.jp/report/strategy/pdf/strategy_20130523_1.pdf
https://info.monex.co.jp/report/strategy/pdf/strategy_20130523_1.pdf
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その本は投資の考え方について語るのをメインとしており、昨今書店にあふれている「アベノミクスで日

本株相場はこうなる！」的な、マネー雑誌の延長みたいな予測ものではない。なにしろ、書き出しから 

 

「美しい「花」がある。「花」の美しさという様なものはない － と小林秀雄は書いた。Got To Be Real  

– それが本書を流れる通奏低音だ。 

 

で始まり、最終章のタイトルは「今を生きろ 明日を望め」である。 

 

編集者から「広木さ～ん、これじゃ売れないから、相場の話も書いて下さいよ～」と泣きつかれ、少しだ

け相場の話も書いた。「銘柄の話も入れて下さい」と言われたので、こう書いた。 

 

「ここから何を買うべきか？極論するとなんでもいい。」 

 

それを読んだ編集者が血相を変えて、「広木さ～ん、これじゃクレームと返本の嵐ですよ。『投資の参

考にしようと思って買ったのにカネ返せ！』っていわれちゃいますよ～」と愚痴ること、ひとしきりだ。 

 

しかし、本当に何を買ってもいいと思う。そのわけは、この相場の特色のひとつが循環物色による相場

全体のかさ上げを図るようなものだからだ。そして循環物色となる背景は、この相場の根底にある「デ

フレ脱却」というテーマは、実に幅広い業種・銘柄に影響が及ぶからである。そこに安倍政権が掲げる

成長戦略なども投資テーマに加えていくと、非常に多くの銘柄が投資対象に挙げられる。 

 

投資対象の範囲を明確にしたものを投資ユニバースと呼ぶ。以下にその投資ユニバースを示そう。今

回の上昇相場で投資対象となる銘柄の一覧である＞ 

 

そうして掲げたのが表 1 である。 
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今、こうしてリストを見ると、アマダとかユーグレナとかオリンパスとか、結構いい銘柄が入っている。

NEC の代わりに富士通を入れていたら、もっと良かった。 

 

このレポートで述べた通り、今回の相場の特色のひとつが循環物色による相場全体のかさ上げである。

自動車 トヨタ （7203） ホンダ （7267） 日産 （7201）

マツダ （7261） 富士重工 （7270） 三菱自 （7211）

建機 コマツ （6301）

精密 ニコン （7731）

鉄鋼 JFE （5411） 神戸鋼 （5406）

化学 信越化学 （4063） 東レ （3402）

電子部品 村田 （6981） TDK （6762）

半導体装置 東京エレク(8035)

産業用電機 日立 （6501） 東芝 （6502）

不動産 住友不 （8830） 地所 （8802） 三井不 （8801）

REIT 産業F （3249） プロロジス （3283） GLP （3281）

メガバンク SMBC （8316） 三菱UFJ （8306） みずほ （8411）

生保 第一生命 （8750） T&D （8795） ソニーFH （8729）

負債・積極性 ソフトバンク （9984）

建設 大成建(1801) PS三菱(1871)

消費 ファストリ （9983）

リース オリックス （8591）

工作機械 アマダ （6113） オークマ （6103） 森精機 （6141）

ロボット・自動化 ファナック （6954） キーエンス （6861） 安川電機 （6506）

医療技術 テルモ （4543） オリンパス （7733） 富士フィルム （4901）

シスメックス （6869） 日立メディコ （6910） 三菱電機 （6503）

シップヘルスケア （3360）

健康食品 明治HD （2269） 協和キリン （4151） アサヒ （2502）

iPS、バイオ 3Dマトリックス （7777） タカラバイオ （4974） ユーグレナ （2931）

新IT戦略 無人監視ｼｽﾃﾑ NEC （6701） 横河電機 （6841）

インフラ 三菱重工 （7011） 川重 （7012） IHI （7013）

農業 クボタ （6326） 井関農機 （6310） オイシックス （3182）

LNG輸送 商船三井 （9104） 郵船 （9101）

LNGタンク トーヨーカネツ （6369）

LNGプラント 日揮 （1963） 千代田化建 （6366）

LNG輸入 中部電力 （9502） 大ガス （9532）

ﾒﾀﾝﾊﾄﾞﾚｰﾄﾞ 日本海洋掘削 （1606） 三井海洋開発 （6269）

ソーラー アルバック （6728） 高島 （8007） トクヤマ （4043）

電力再編 東電 （9501）

ユニチャーム （8113） ピジョン （7956） 味の素 （2802）

セコム （9735） ローソン （2651） ロート製薬 （4527）

復活（複合）シナリオ ソニー （6758） パナソニック （6752） シャープ （6753）

（出所）マネックス証券作成

表　1：投資ユニバース

ディフェンシブ・グロース

グローバル景気敏感

脱デフレ・内需株

設備投資関連

健康・医療

エネルギー
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だから「何を買ってもよい」というのは今も変わらないのだけれど、やっぱりそうもいかない - 「まじめ

にやれ！」と怒られたりする - ので、有望銘柄のご紹介をするのだけれど、前掲のユニバースすべて

について言及するわけにもいかないので、少しフォーカスを絞ってお伝えしている。 

 

全国投資セミナーでも、オンラインセミナーでも、最後に紹介する銘柄はまったく変わっていない。例え

ば 5 月 23 日におこなったオンラインセミナーでも同じことを繰り返している。嘘だと思うならこちらのオン

デマンドでご確認ください。え？誰も嘘だなんて言ってない？最近、人間不信の気があって、すぐにひと

を疑ってかかるところがある。こちらがそんな具合だから相手からも信用されていないのだろうと思って

しまうのだ。 

 

フォーカスしたリストは表 2 の通りである。 

 

 

 

自動車 トヨタ（7203） 不動産 三井不動産（8801）

デンソー（6902） ケネディクス（4321）

機械 ダイキン工業（6367） 金融 三菱UFJフィナンシャルグループ（8306）

クボタ（6326） アイフル（8515）

三菱重工（7011） 第一生命（8750）

コマツ（6301）

シマノ（7309）

電機 ソニー（6758）

アルプス電気（6770） 小売 良品計画（7453）

パナソニック（6752） 通信 ソフトバンク（9984）

日本電産（6594） KDDI（9433）

日立（6501） 陸運 JR東海（9022）

ファナック（6954）

鉄鋼
 新日鐵住金（5401）

ゴム ブリヂストン（5108）

海運 商船三井（9104） 商社 三菱商事（8058）

化学 東レ（3402） 非鉄 三菱マテリアル（5711）

信越化学（4063）

（出所）マネックス証券作成

グローバル景気敏感
 内需インフレ・インフラ


内需ディフェンシブ



資源、エネルギー


表　2：　フォーカス・リスト

https://ondemand.seminar.vcube.com/ondemand/app/26eb437c978311ee3d17ea4ada30dff7a34f550e
https://ondemand.seminar.vcube.com/ondemand/app/26eb437c978311ee3d17ea4ada30dff7a34f550e
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ちなみに、このユニバースを提示した昨年 5 月 23 日からのパフォーマンスを表 3 に示した。ユニバース

とリストに挙げた全銘柄の株価変化率の単純平均をとったものだ（＝等金額投資ポートフォリオ）。フォ

ーカス・リストのパフォーマンスは TOPIX や日経平均を大きくアウトパフォームする。 

 

 

個別銘柄のトレンド 

トヨタはヘッド・アンド・ショルダーズ・ボトム（逆三尊）、底値が完全に入った格好だ。6000 円あたりが逆

三尊のネックライン。ちょうど 200 日の移動平均が重なっていたが、そこを抜けて一気に弾みがついた。

長らく上値の重石となってきた「6400 円の壁」を抜けることができるかが次の課題である。それをクリア

すれば、大底（5200 円）～ネックライン（6000 円）幅の返し（＝800 円）が期待できる。6800 円あたりがタ

ーゲットとなるだろう。 

 

 

コマツは昨日の日経新聞の記事にあった通り、米国のキャタピラー対比出遅れが目立つ。これから出

遅れ修正が明確になると思われる。 

 

収益率（％）

ユニバース 10.56

フォーカスリスト 12.23

日経平均 6.74

TOPIX 8.88

（出所）マネックス証券作成

表 3 ：パフォーマンス比較（2013/5/23～2014/7/4）

 トヨタ [7203/T] 日足   2014/07/04

単価 売買高[千] PMA_200 PMA_200 PMA_200 VMA_5 VMA_25

13/07/01 - 14/07/04  [249]
07/01 07/25 08/22 09/20 10/22 11/20 12/18 01/23 02/21 03/24 04/21 05/22 06/19

20,000

15,000

10,000

5,000

0

6,400

6,200

6,000

5,800

5,600

5,400

5,200

5,000

4,800

4,600

←

（出所）マネックス証券作成 
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三菱マテリアルの株価上昇が目立つが、これは完全に銅の国際市況に連動した動き。世界景気回復

期待で金属市況に底打ち感が出ているが短期的には反騰サイクルもかなり終盤に近付いているイメ

ージがあるので深追いは禁物だろう。 

 

 

ファナックの右肩上がりが顕著である。特に 200 日移動平均が完璧なサポートとなって上昇トレンドを

描いている。 

（出所）マネックス証券作成

コマツ（6301）とキャタピラー（CAT）の推移（2013年7月～）
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（出所）マネックス証券作成

 三菱マ（5711）とLME銅３か月先物の推移（2013年7月～）
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移動平均の位置はそれぞれ異なるが、右肩上がりのトレンドが明確な銘柄を以下に列挙する。 

 

 
 

 

 
 

 ﾌｧﾅｯｸ [6954/T] 日足   2014/07/04

単価 売買高[千] PMA_200 PMA_200 PMA_200 VMA_5 VMA_25

13/07/01 - 14/07/04  [249]
07/01 07/25 08/22 09/20 10/22 11/20 12/18 01/23 02/21 03/24 04/21 05/22 06/19

3,000

2,000

1,000

0

19,000

18,000

17,000

16,000

15,000

←

 信越化 [4063/T] 日足   2014/07/04

13/07/01 - 14/07/04  [249]
07/01 07/25 08/22 09/20 10/22 11/20 12/18 01/23 02/21 03/24 04/21 05/22 06/19

4,000

3,000

2,000

1,000

0

7,000

6,800

6,600

6,400

6,200

6,000

5,800

5,600

5,400

←

 ダイキン [6367/T] 日足   2014/07/04

単価 売買高[千] PMA_200 PMA_200 PMA_200 VMA_5 VMA_25

13/07/01 - 14/07/04  [249]
07/01 07/25 08/22 09/20 10/22 11/20 12/18 01/23 02/21 03/24 04/21 05/22 06/19

4,000

2,000

0

6,500

6,000

5,500

5,000

4,500

4,000

3,500

←

（出所）マネックス証券作成 

（出所）マネックス証券作成 

（出所）マネックス証券作成 
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 日電産 [6594/T] 日足   2014/07/04

単価 売買高[千] PMA_50 PMA_100 PMA_200 VMA_5 VMA_25

13/07/01 - 14/07/04  [249]
07/01 07/25 08/22 09/20 10/22 11/20 12/18 01/23 02/21 03/24 04/21 05/22 06/19

10,000

5,000

0

6,500

6,000

5,500

5,000

4,500

4,000

3,500

3,000

■

←

 ｱﾙﾌﾟｽ [6770/T] 日足   2014/07/04

単価 売買高[千] PMA_200 PMA_200 PMA_200 VMA_5 VMA_25

13/07/01 - 14/07/04  [249]
07/01 07/25 08/22 09/20 10/22 11/20 12/18 01/23 02/21 03/24 04/21 05/22 06/19

6,000

4,000

2,000

0

1,400

1,300

1,200

1,100

1,000

900

800

700

600

←

 シマノ [7309/T] 日足   2014/07/04

単価 売買高[千] PMA_50 PMA_100 PMA_200 VMA_5 VMA_25

13/07/01 - 14/07/04  [249]
07/01 07/25 08/22 09/20 10/22 11/20 12/18 01/23 02/21 03/24 04/21 05/22 06/19

600

400

200

0

11,500

11,000

10,500

10,000

9,500

9,000

8,500

8,000

7,500

7,000

←

（出所）マネックス証券作成 

（出所）マネックス証券作成 

（出所）マネックス証券作成 
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今回のレポートは過去に書いたレポートの引用とチャートを並べて終わってしまった。「手抜きではない

か！」とお怒りかもしれないが、こうして主力銘柄の勢いを視覚的に確認することも重要である。文字を

読むより目で見るほうがいいこともある。「百聞は一見にしかず」。もっといいのは、目で見るだけではな

く実際に投資を体験することである。松下幸之助は「百聞百見は一験にしかず」と言っている。 

 

 

 

 

 

 

 ＪＲ東海 [9022/T] 日足   2014/07/04

単価 売買高[千] PMA_50 PMA_100 PMA_200 VMA_5 VMA_25

13/07/01 - 14/07/04  [249]
07/01 07/25 08/22 09/20 10/22 11/20 12/18 01/23 02/21 03/24 04/21 05/22 06/19

1,000

500

0

14,000

13,000

12,000

11,000

10,000

9,000

←

 良品計画 [7453/T] 日足   2014/07/04

単価 売買高[千] PMA_50 PMA_100 PMA_200 VMA_5 VMA_25

13/07/01 - 14/07/04  [249]
07/01 07/25 08/22 09/20 10/22 11/20 12/18 01/23 02/21 03/24 04/21 05/22 06/19

1,000

500

0

12,000

11,000

10,000

9,000

8,000

7,000

←

（出所）マネックス証券作成 

（出所）マネックス証券作成 
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・当社は、本レポートの内容につき、その正確性や完全性について意見を表明し、また保証するもの

ではございません。  

・記載した情報、予想および判断は有価証券の購入、売却、デリバティブ取引、その他の取引を推奨

し、勧誘するものではございません。  

・過去の実績や予想・意見は、将来の結果を保証するものではございません。  

・提供する情報等は作成時現在のものであり、今後予告なしに変更又は削除されることがございま

す。  

 

・当社は本レポートの内容に依拠してお客様が取った行動の結果に対し責任を負うものではござい

ません。  

・投資にかかる最終決定は、お客様ご自身の判断と責任でなさるようお願いいたします。  

・本レポートの内容に関する一切の権利は当社にありますので、当社の事前の書面による了解なし

に転用・複製・配布することはできません。  

 

マネックス証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第165号 

加入協会：日本証券業協会、一般社団法人 金融先物取引業協会、一般社団法人日本投資顧問業

協会 

利益相反に関する開示事項 

マネックス証券株式会社は、契約に基づき、オリジナルレポートの提供を継続的に行うことに対する

対価を契約先証券会社より包括的に得ておりますが、本レポートに対して個別に対価を得ているも

のではありません。レポート対象企業の選定はマネックス証券が独自の判断に基づき行っているも

のであり、契約先証券会社を含む第三者からの指定は一切受けておりません。レポート執筆者、並

びにマネックス証券と本レポートの対象会社との間には、利益相反の関係はありません。 

https://twitter.com/takashihiroki

